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カナダ/バンクーバー 赤十字インターンシップ

世界で一番住みやすいと言われるバンクーバーの街

カナダの玄関口♪♪

バンクーバーは、カナダのブリティッシュコロンビア州南西部に位置する同州最大、カナダ国内では第 8 位の人口規模

の都市。同国有数の世界都市であり、周辺都市を含めた都市圏人口は 210万人です。

● バンクーバーはどんなところ？

カナダの天然鉱物資源および工業製品、石油等を輸出する重要な港としての港湾業や、水産農林業、観光その他によって、

バンクーバーの都市圏は周辺の都市と合わせると人口 200 万人を超え、カナダ第 3 位の大都市圏を形成しています。自

然環境と都市文化のバランスのいい発展を背景に、世界各国からの移民が多く住みます。

● グループで活動するメリット

グループ活動では、同じ目的を持った仲間が集まりますから、互いに刺激を受け、励まし合い、情報交換しながら、ある

一定のペースを保って活動できる利点があります。一人では不安なことでも、他の人と一緒だから参加できる良さがあり

ます。このプログラムに参加される方々は皆さん前向きな方が多く、帰国後も良い友人としてお付き合いできるような、

新しい出会いがあるのもグループプログラムのよさでしょう。

● 赤十字ボランティア活動

赤十字は国際的に認められている団体で、人種や性別、宗教、年齢などに関わらず助けを求めている人の力になれるよう

様々な救済活動を幅広く行っています。

インターンシップを行うオフィスは医療器具の貸出を行う部門となり、病気や手術を終えたばかりの地元の人々が無料で

必要な医療器具を借りる事が出来よう、募金活動や広報活動を精力的に行っています。また、赤十字は災害時の救済活動

にも大きく関わっており、災害を事前に防ぐためのトレーニングやワークショップ等も随時提供しています。

活動内容例

・データ入力とファイル整理

・オフィスでの顧客対応

・赤十字資料の翻訳

・施設訪問と赤十字の活動の説明

・イベント企画/準備

・募金活動

・地震/災害が起きた時の手引き作成（日本語）

・日系幼稚園訪問、災害時の対応説明

★ ボランティア活動の内容上、ご参加頂くには日常英会話程度の英語力（事前に簡単な面接を行います）が必要となり

ます。英語レベルによって、こなして頂ける仕事内容を用意しておりますので、多少英語に自信がない方でもご参加

頂くことは可能かと思います。ただ、カスタマーサービスと言うよりは日本語でのドキュメント作成やデータエント

リー等の業務が多くなる事をご了承ください。

※現地の派遣先からのリクエストで、このプログラムは 4週間以上の参加を必要とします。

また、ビザはワーキングホリデー、学生ビザなどが必要です。
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活動時スケジュール例

日曜日 ｜ バンクーバーへ出発、同日現地着、ホームステイ先へ

月ー金 ｜ 09：30－13：00 赤十字オフィスにてインターンシップ 午後は自由行動

土曜日 ｜ 現地バンクーバー国際空港出発

日曜日 ｜ 日本到着

★お申込みの週数に関わらず、基本的に日本出発日は日曜日、帰国時はバンクーバーを土曜日出発となります。

● 滞在はコーディネーターが厳選したホームステイ

このプログラムに参加する方々は現地サポートオフィスが厳選したホームステイに滞在します。

カナダのファミリーは皆さん以外にも多いところは 3-4名の学生さんを受入しているファミリーがあり、そのようなとこ

ろでは、学生同士の国際交流にもなります。移民の国カナダですからファミリーの人種もさまざまです。

● 活動で感じたこと・・・（参加者ノートからの抜粋）

バンクーバーでの４週間の赤十字ボランティアが終わりました。終わってみればあっという間でした。

ボランティアでは赤十字のオフィスで杖や車椅子などの医療器具の無料の貸し出しの手伝いをしました。データ入力や器具のナンバリ

ングなど比較的会話しなくてもできる仕事だけでなく、フロントデスクでのお客さんの応対や電話など結構ガンガン英語力が必要な仕

事までやりました。

英会話を勉強しているわけでもなく、海外でしばらく滞在するのが初めての自分にとって毎日が無茶ブリの連続のようなものでしたが、

貴重な経験をさせて頂けたなと思っています。

ボランティア先の人たちはやさしい人が多く居心地がよかったですが、ほとんどが学生ではなく社会人で何年もバンクーバーに住んで

いる人なのでコミュニケーションが難しいときも多々ありました。私は一週間語学学校にも通っていたのですが、個人的にはネイティ

ブの方と話すほうが他国からの留学生と話すよりも数倍難しいです。発音も聞き取りづらいです。気おくれしてしまうという面もあり

ます。

語学学校なら同世代ばかりだし話しやすいし仲良くなれるのでとても楽しいと思います。楽しさでいったらこのボランティアのプロ

グラムは魅力的ではないかもしれないです。ただ、ボランティアといえども仕事なのでお客さんは当然ですが容赦なく英語でしゃべっ

てきます。相手が留学生だから手加減してくれたりはしません。というより、バンクーバーはアジア系のカナディアンもたくさん住ん

でいるので当然英語が喋れると見なされます。大変ですが、この経験は語学学校ではなかなかできないものだと思います。これが一番

よかったことです。一番嫌だったのは同世代の男子が最初ほかにいなかったこと。正直女子に囲まれてのトークはつまらなかったです

（笑）

さんざん悩んで決めたこの留学ですが、今はアラスカに行かずこれにして本当に良かったと思っています！文法や単語などの英語力

が上がったかは正直わかりませんが外国人と会話するコミュニケーション力は伸びたと思います。

バンクーバーは本当にいい街でとても気に入りました。道が分かりやすくて電車やバスも便利で、都会からすぐ海や山があって最高

でした。特に気に入ったのはイングリッシュ・ベイで３回行きました（笑）夕日めっちゃ綺麗！ホームステイもダウンタウンから遠い

ことを除けば、とてもいい人で食事もおいしく過ごしやすかったです。

またいつかバンクーバーに来ます。最後の週に来て仲良くなった韓国人が１１月に東京にくるらしいので今から楽しみです。
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募集要項

CECプログラム手配費用
198,000 円 最低参加期間 4週間

参加期間にかかわらず同一料金です。

＜プログラム費用に含まれるもの＞

現地派遣先手配費用

空港片道送迎費用

滞在期間中の現地でのサポート

CEC手配費用

＜プログラム費用に含まれないもの＞

ホームステイ滞在費用（3食）4週間およそ 68,000円（為替により変動します）

海外旅行保険加入費用

観光地費用などの個人的費用

航空券などの

＜お申込方法＞

まずは現地コーディネーターとスカイプや電話で面接を受けていただきます。面接希望の方はできるだけ早く CECにご

連絡ください。コーディネーターが受入を了解したら次のステップにお進みください。

参加申込フォームに入力

この参加申込フォーム（CECのWEBから入ってください）から必要事項を入力いただき送信ください。申込金の 20,000

円はフォームの送信後 3日以内に CECの口座までお振り込みください。申し込みフォームと申込金の到着を以って成立

とさせていただきます。

申込の際の留意事項

● パスポートの残存期間が 6ヶ月+2週間以上あることをお確かめ下さい。無い場合は更新ください。

● 未成年者の方は、保護者の直筆署名をいただきますので、WEB上のフォームは利用できません。申込書をお送りし

ますので、ご記入ください。

● WEB上でプログラム参加条件をお確かめいただき、お申込みください。

お問合せは下記までお気軽にご連絡ください。

CECジャパンネットワーク

532-03 大阪市淀川区宮原 1-16-2-604
Tel 06-6397-7030 e-mail info@cecj.net


